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医療事故調査委員会 

(目的及び主旨) 

富士吉田市立病院において、原因究明の必要があると認めた医療事

故について、客観的な調査・評価を行うとともに、当該事故に迅速 

かつ適切に対応する。 

委 員 長：院長 

委  員：副院長、事務長、看護部長、 

医療安全専従者（事務局） 

事 務 局：医療安全管理室 安全管理者  

構成人数：5 人 

令和５年度活動実績： 

以下開催の詳細に関しては未記入とする 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

倫理委員会 
(目的及び主旨) 

富士吉田市立病院で行われる医療行為および医学的研究において

倫理的、社会的観点から協議、検討、審査を行うこと。 

委 員 長：本田勇二（副院長） 

委   員：天野力郎（副院長）・滝克己（医師） 

小田静（看護部長）・舟久保富清（事務長） 

小佐野五郎（次長）・牛久保ちえみ（看護副部長） 

中根妙子（看護副部長）・渡辺新吉（薬剤科長） 

田辺郁也（管理課長）・高山倉人（医事課長） 

渡辺美香（GMR)・渡辺泰子（ICU 師長） 

加々美光子弁護士（事案に応じて） 

有識者（事案に応じて） 

事 務 局：医事課 宮野房義 

構成人数： 15 名 

令和５年度活動実績： 

≪ 2023 年度 第 1 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 5 月 15 日発議（5 月 30 日決裁） 

【審議案件】R5-1 OPEN ICU に異動３年目以内の看護師に対する暗

室管理のシミュレーション教育導入の効果 

【申請者名】： ICU 看護師 武藤良美 

ICU 看護師 田中和美 

ICU 看護師 山口昴 

ICU 看護師 福田奈津子 

【目  的】：対象者がシミュレーション教育導入後、看護師の意識

の変化にどのような効果があったかを明らかにする 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 2 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 5 月 31 日発議（6 月 19 日決裁） 

【審議案件】：R5-2  Discrete Magnetic Resonance Imaging 

Abnormalities in Varicella-Zoster Virus 

Meningoencephalitis Indicate Coexistence of Inflammation by 

Viral Infection and Vasculitis Related Infarction 

Short title: Inflammation in VZV Meningoencephalitis 

【申請者名】橋口幸宜 脳神経内科 医師 

【目  的】当院における希少症例に関するケースレポートを発表

すること。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 3 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 6 月 12 日発議（6 月 19 日決裁） 

【審議案件】R5-3 2 型糖尿病患者に対するピアサポート型習慣化

アプリ介入による HbA1c 改善効果の検証 

【申請者名】内分泌・糖尿病内科 医師 滝克己 

【目  的】生活習慣病の治療が中断することのないようピアサポ

ート型習慣化アプリ（匿名のピアサポートアプリ）を活用し、つな

がりを感じながら前向きに改善継続が出来る方を１人でも多く増

やすこと。ひいては自治体の医療費削減に寄与すること。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 4 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 6 月 12 日発議（6 月 20 日決裁） 

【審議案件】R5-4 ミロガバリンベシル酸塩による静脈血栓塞栓症

イベントの可能性に関する患者情報を製薬会社との共有 

【申請者名】循環器内科 医師 武井洋介、浅野冬樹 

【目   的】医薬品の安全性確保、適正使用の推進のため。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 5 回（対面第１回） 倫理委員会 ≫ 

【日  時】2023 年 6 月 23 日（金）17:00－17:10 

【場  所】講堂 3 

【議  事】 

（1）2022 年度倫理審査取り扱い件数報告 

（2）臨床倫理コンサルテーションチーム活動報告 

（3）2023 年度院内職員研修について 

（4）その他 

------------------------------------ 

（1）について  

●2022 年度の倫理審査件数は 23 件。昨年度と同数。部門別では診

療部門の 15 件が最多。職種別でも医師 15 件が最多。審査内容とし

ては、研究：11 件、市販後調査：9 件、保険外適用処置：2 件、手

術診療材料調査：1 件であった。 

（2）について  

●活動報告：令和 2 年に倫理コンサルテーションチーム発足後 3 年

経過。これまでに 22 件の事例についてコンサルテーションを実施

した。 

※院内ガイドライン策定 

2021 年 5 月：「人生の最終段階にある患者家族への医療ケアに対す

る意思決定プロセスのあり方」 

2021 年 7 月：「DNAR に関するガイドライン」「私の事前指示書」 

院内ホームページにも掲載し、当院の方針として明示した。 

現在では「私の事前指示書」の活用も診療科を問わず積極的に進ん

でいる。 

※院内研修 

2021 年 12 月「医療者のための DNAR の倫理-DNAR・事前指示につい

て考える」と題し、医療者間の考え方の相違に起因する様々なジレ

ンマや治療中止に関する倫理的問題解消に向けた研修を実施。 

（3）について  

●これまでの相談内容の傾向から、その問題の多くは患者家族に対

する IC や意思決定支援に関わるジレンマに関するものであったこ

とから、今年度の研修は「患者の意思決定支援を考える（仮）」と

題し、倫理コンサルテーションチームの活動報告に加え、アドバン

スド・ケア・プランニングと患者の意思決定プロセス（三浦靖彦医

師講義動画）、高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライ

ン-人工水分・栄養補給の導入を中心として（会田薫子教授講義動

画）を中心に情報提供を行い、再度「私の事前指示書」の活用につ
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いて啓蒙するような内容を考えている。 

※動画活用については両氏より既に承諾を受けている。 

●三浦靖彦（東京慈恵会医科大学附属柏病院 総合診療部 診療部長）

当院臨床倫理アドバイザー 

●会田薫子（東京大学 大学院人文社会系研究科死生学・応用倫理セ

ンター上廣講座 特任教授） 

 

≪ 2023 年度 第 6 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 7 月 3 日発議 

【審議案件】R5-6 新型コロナウイルス感染症の５類引き下げによ

り経腟分娩に対応する助産師の思いの実態調査 

【申請者名】看護部 ３階東病棟 助産師 佐久間かん奈 

【目  的】当院における新型コロナウイルス陽性妊婦の経腟分娩

に関わる助産師の思いを明らかにする。 

【審査結果】申請者より取り下げ 

 

≪ 2023 年度 第 7 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 7 月 21 日発議（8 月 14 日取り下げ） 

【審議案件】Ｒ5-7 白内障手術併用人工虹彩使用について 

【申請者名】岡田洋介 眼科 医師 

【目  的】眼打撲による強膜裂創、虹彩損傷を来した患者に対す

る人工虹彩を眼内挿入。 

【審査結果】申請者より取り下げ 

 

≪ 2023 年度 第 8 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 7 月 24 日発議（10 月 10 日決裁） 

【審議案件】R5-8 人工膝関節置換術の動画視聴教育導入による手術

室へ初めて配属となった看護師の思いを知る 

【申請者名】高根裕樹 手術室 看護師 

渡辺雄   手術室 看護師 

【目  的】動画を用いた教育が初めて人工関節置換術の器械出し

をする手術室新配属看護師に与える心情の変化を明らかにし、看

護師の器械出しへの精神的負担や不安の軽減、教育プログラムの

改善への示唆を得る。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 9 回 倫理委員会 （稟議） ≫ 

【日  時】2023 年 8 月 3 日発議（8 月 15 日決裁） 

【審議案件】R5-9 ベリキューボ錠市販後調査について 

【申請者名】循環器内科 医師 浅野冬樹 

（依頼者：バイエル薬品株式会社 代表取締役社長フリオ・トリア

ナ） 

 

【目 的】：慢性心不全患者を対象としてベリキューボ錠の製造販

売後の使用実態下における有害事象を広く収集し、市販後の安全

性を監視するとともに有効性を確認する。また、心血管死について

は、対照群を置いた比較調査を実施する。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 10 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 8 月 3 日発議（8 月 15 日決裁） 

【審議案件】R5-10 ナノゾラ皮下注 30ｍｇシリンジ特定使用成績調

査について 

【申請者名】整形外科 医師 天野力郎 

（依頼者：大正製薬株式会社 代表取締役社長 上原茂） 

【目  的】使用実態下における本剤の安全性及び有効性を把握す

るため。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 11 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 9 月 4 日発議（9 月 26 日決裁） 

【審議案件】R5-11 症例報告 

（Early impact of Ravulizumab on CH50 in neuromyelitis 

optica spectrum disorder） 

【申請者名】天野稜大 脳神経内科 医師 

【目  的】当院における希少症例に関するケースレポートを発表。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 12 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 9 月 21 日発議（11 月 2 日決裁） 

【審議案件】R5-12：透析室への通院が困難と予測される指標の作成

とその評価（看護研究） 

【申請者名】：血液浄化センター 看護師 宮野晴菜 

【目  的】：通院透析中の患者の高齢化に伴い、患者を取り巻く生

活環境も変化していることから看護師の介入について基準（指標）

を定め、評価の均一化を図るとともに患者の療養生活の質を確保

するため。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 13 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 9 月 28 日 発議（10 月 12 日決裁） 

【審議案件】R5-13 急性期破裂脳動脈瘤の塞栓術における術前ア

スピリン投与の効果と安全性に関する多施設共同二重盲検比較試

験 (当院倫理委員会承認以降の研究内容等の変更について) 

【申請者名】脳神経外科 医師 今江省吾 

【目  的】破裂脳動脈瘤の血管内治療に際し、コントロール不能

な治療合併症として血栓塞栓性合併症があり、この合併症の制御

により更なる治療成績の向上が期待できる。血管内治療の術前の

抗血小板の投与により、血栓塞栓性合併症の制御が可能なのでは

ないかという仮説の検証。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 14 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 9 月 29 日発議（10 月 12 日決裁） 

【審議案件】R5-14 ユルトミリス点滴静注 300ｍｇ ユルトミリス

HI 点滴静注 300ｍｇ/3ｍｌ、1000ｍｇ/11ｍｌ市販後調査 

【申請者名】脳神経内科 医師 天野稜大 

（依頼者：アレクシオファーマ合同会社 職務執行者 笠茂公弘

殿）） 

【目  的】ユルトミリスの視神経脊髄炎のスペクトラム障害（視

神経脊髄炎を含む）患者を対象として、医薬品リスク管理計画書に

ある安全性検討事項の発現状況を調査すること。また、使用実態下

における本剤の安全性及び有効性に関する情報を収集することを

目的として実施する。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 15 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 9 月 29 日発議 

【審議案件】R5-15 災害時、電子カルテを利用した患者情報整理・

業務効率化への取り組み 

【申請者名】リハビリテーション技術科 理学療法士 宮下健 

      看護部 血液浄化センター 看護師 川口誠一郎 
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      整形外科 医師 近藤充德 

【目  的】電子カルテ使用による情報共有と業務効率化。災害発

生時、多数傷病者を受入れた場合の情報共有 

【審査結果】申請者より取り下げ 

 

≪ 2023 年度 第 16 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 10 月 5 日発議（10 月 25 日決裁） 

【審議案件】R5-16 エンハーツ点滴静注用 100ｍｇ製造販売後安全

管理（有害事象・感染症症例調査）の実施協力 

【申請者名】薬剤科 薬剤師 渡邊真理恵 

【目  的】エンハーツ点滴静注用 100ｍｇ使用による「好中球減

少」「血小板減少」有害事象が確認され、重篤有害事象と判断され

た為 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 17 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2023 年 10 月 5 日発議（10 月 25 日決裁） 

【審議案件】R5-17 ラジカット内用懸濁液 2.1%（内用懸濁液 2.1%35

ｍｌ、50ｍｌ）市販後調査 

【申請者名】脳神経内科 医師 天野稜大   （診療責任者） 

      脳神経内科 医師 洲之内あずさ（診療医師） 

脳神経内科 医師 橋口幸宜   （診療医師） 

（田辺三菱製薬株式会社 代表取締役社長 辻村明広） 

【目  的】：筋委縮性側索硬化症の治療に対し、ラジカット内服用

懸濁液 2.1%投与患者の使用実態下における安全性に関して情報収

集、評価することを目的とする。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 18 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2024 年 1 月 16 日発議（2 月 3 日決裁） 

【審議案件】R5-18 A Case of Hypogonadotropic Hypogonadism 

and Weight Loss-Induced Improvement of Hypothalamic Growth 

Hormone Deficiency in Male Down Syndrome 

【申請者名】内分泌・糖尿病内科 医師 滝克己 

【目  的】国際誌への症例報告投稿 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 19 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2024 年 2 月 5 日発議（2 月 20 日決裁） 

【審議案件】R5-19 当院ＮＳＴ活動の報告～印象的な症例を交え

て～ 

【申請者名】外来 看護師 佐藤美和 

【目  的】山梨栄養治療研究会の講演に用いる症例提示の為 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 20 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日  時】2024 年 2 月 7 日発議（2 月 19 日決裁） 

【審議案件】R5-20：Effectiveness of Methylprednisolone against 

COVID-19－relateｄ Ｇｕｉｌｌａｉｎ－Ｂａｒｒｅ Ｓｙｎｄ

ｒｏｍｅ：Ａ Ｓｉｎｇｌｅ Ｃａｓｅ Ｒｅｐｏｒｔ 

【申請者名】脳神経内科 医師 天野稜大 

【目  的】COVID-19 感染に続発したギランバレー症候群に対して

免疫グロブリン大量静注療法のみでは十分な改善を得られなかっ

たが、ステロイドパルス療法を追加したところ臨床的に明らかな

改善が得られ神経伝動検査でそれを客観的に証明できた貴重な症

例。一般的にステロイドパルス療法単独ではギランバレー症候群

に対する有効性は否定されているが、病原体によっては有効性が

あることを提示でき、脳神経内科の知見として相応に意義ある症

例であり、ｃａｓｅ report として報告することで今後の臨床神経

学の発展に寄与する。 

【審査結果】承認 

 

≪ 2023 年度 第 21 回 倫理委員会 （稟議）≫ 

【日 時】2024 年 3 月 15 日発議（3 月 25 日決裁） 

【審議案件】R5-21 ストレンジック皮下注 12ｍｇ/0.3ml  

ストレンジック皮下注 18ｍｇ/0.45ml・ストレンジック皮下注 28ｍ

ｇ/0.7ml  

ストレンジック皮下注 40ｍｇ/1ml・ストレンジック皮下注 80ｍｇ

/0.8ml 市販後調査への協力について 

【申請者名】小児科 医師 牧野耕一 

（アレクシオンファーマ合同会社 職務執行者 笠茂公弘） 

【目  的】ストレンジックが投与された全ての低ホスファターゼ

症患者を対象として、長期の使用実態下における安全性及び有効

性を把握することを目的とする。また、本剤の投与有無に関わらず、

低ホスファターゼ症と診断された全ての患者を対象として、本疾

患に対する一連の診療情報を収集・評価することにより、低ホスフ

ァターゼ症の病態及び治療における本剤の位置付けを確認し、適

正使用情報として活用する。（課題名：ストレンジック皮下注 長

期の特定使用成績調査） 

【審査結果】承認 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療安全管理委員会 
（目的及び主旨） 

富士吉田市立病院における医療事故を防止し、安全かつ適切な医療

の提供体制を確立するために、医療事故防止対策の検討及び研究

に関する調査審議、職員に対する指示、提言、教育、医療事故の分

析及び再発防止策の検討を行う。 

委 員 長：本田勇二副院長 

委   員：松田政徳院長・天野力郎副院長・中村誠医師 

廣瀬真医師・今江省吾医師・滝克己医師 

竹川貴裕医師・小田静看護部長・中根妙子看護副部長 

牛久保ちえみ看護副部長・渡辺美香ＧＲＭ 

渡辺泰子師長・渡辺新吉薬剤科長・ 

後藤保志臨床工学科長・加藤美也子臨床検査科長・ 

相川浩史放射線技術科長・ 

天野めぐみリハビリテーション科長・ 

宮下明子栄養科・ 

稀代康裕リハビリテーション科・ 

舟久保富清事務長・小佐野五郎事務次長・ 

高山倉人医事課長・田辺郁也管理課長 

事 務 局：医事課 長田佳大 

構成人数：25 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和５年４月１２日(水)》 

① 報告事項 

② 令和５年度医療安全管理委員会活動計画（案）・委員会構成員

（案） 

③ 令和５年度医療事故防止対策部会活動計画（案）・部会構成員

（案） 

④ 令和５年度第１回医療安全研修会 研修内容について 

⑤ 撮影禁止ポスターの修正について 
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⑥ 電気製品の持ち込みについて 

⑦ 腎機能別薬剤投与方法一覧について 

 

 

《令和５年度第２回 令和５年５月１０日(水)》 

① 報告事項 

② 令和５年度第１回医療安全研修会について 

③ 電気製品の持ち込みについて 

 

《令和５年度第３回 令和５年６月１４日(水)》 

① 報告事項 

② 入院のしおりへの電気製品の持ち込みについての記載 

③ １型糖尿病の患者の低血糖時の対応についてのインシデン

トより 

 

《令和５年度第４回 令和５年７月１２日(水)》 

① 報告事項 

② 1 型糖尿病患者であることがカルテからすぐにわかるように

するための表示について 

 

《令和５年度第５回 令和５年８月９日(水)》 

① 報告事項 

② 眼科ミドリンＰアレルギー対応について 

 

《令和５年度第６回 令和５年９月１３日(水)》 

① 報告事項 

② ミドリンＰアレルギー患者への対応について 

③ 手術・処置誤認防止マニュアルについて 

 

《令和５年度第７回 令和５年１０月１１日(水)》 

① 報告事項 

② 採血による神経症状発生事例から今後の対応について 

③ 画像診断結果の未読チェックについて 

④ リネン庫の内側からかけられる鍵と開閉可能な窓について 

 

《令和５年度第８回 令和５年１１月８日(水)》 

① 報告事項 

② 手術・検査時の休薬についての検討 

③ 医療事故防止ガイドライン修正について 

 

《令和５年度第９回 令和５年１２月１３日(水)》 

① 報告事項 

② アルコール禁の自己注射の患者にアルコール綿がわたって

しまったインシデントから 

③ 画像診断結果未読チェックについて 

④ 手術・検査時の休薬についての検討 

⑤ 手術、侵襲的処置時の家族院内待機について（インシデント

報告から） 

 

《令和５年度第１０回 令和６年１月１０日(水)》 

① 報告事項 

② 人工呼吸器の呼吸アラーム、心電図モニターアラームへの対

応が遅れ重大事象に至った事案 

③ アルコール禁の自己注射の患者にアルコール綿が渡ってし

まったインシデントから 

④ 画像診断結果未読チェックについて 

⑤ 手術・検査時の休薬についての検討 

⑥ 手術、侵襲的処置時の家族院内待機について（インシデント

報告から） 

 

《令和５年度第１１回 令和６年２月１４日(水)》 

① 報告事項 

 

《令和５年度第１２回 令和６年３月１３日(水)》 

① 報告事項 

② 医療安全管理指針の一部修正について 

③ ヒヤリハット、医療事故報告ルートフローの修正について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

放射線安全委員会 
(目的及び主旨) 

富士吉田市立病院（以下「本院」という）における放射性同位元素

の取り扱い及び管理に関し、富士吉田市立病院放射線障害予防規程

第９条に基づき、本院における放射線障害の発生を防止し、あわせ

て公共の安全を確保することを目的とする。 

本院における診療用放射線に係る安全管理体制を確保することを

目的とする。 

委 員 長：山本仁医師（中央放射線部） 

委  員：天野力郎（副院長）、渡辺一孝医師（呼吸器内科）、中

根妙子（看護部）渡辺晴美（看護部）渡辺雅人（管理

課）、白壁学（医事課）相川浩史（放射線技術科）、山

口祐樹（放射線技術科） 

事 務 局：渡辺義文（放射線技術科）萱沼圭一（放射線技術科） 

構成人数：11 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 6 年 3 月 21 日(木)》 

① 放射線障害防止法の改定に伴う「業務の改善・評価報告書」の

作成について 

② 「診療放射線の安全利用のための指針」の研修について 

③ その他 

 

決定事項 

① 放射線障害防止法の改定に伴う「業務の改善・評価報告書」は

承認 

② 「診療放射線の安全利用のための指針」の研修について研修方

法などを確認し承認 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

褥瘡対策委員会 
(目的及び主旨) 

富士吉田市立病院における適切な褥瘡予防・管理・治療等の褥瘡対

策の指針・基準であり、医療の質を向上させ、安全・安心な療養環

境が提供されることを目指すために必要な事項を定める。 

委 員 長：本田勇二（副院長） 

委  員：今江省吾（脳神経外科）、若月大輔（循環器内科）、淺

利心（薬剤科）天野良平（リハビリテーション科）、宮

下友貴（リハビリテーション科）、中村有沙（リハビ

リテーション科）、宮下明子（栄養管理科）、渡邊久美

（地域医療支援センター）、渡邊紗織（外来）、坂本龍

亮（ICU）、後藤茜（手術室）、廣瀨唯茉（3 東）、渡辺

裕美（3 西）、宮下直之（4 東）、長田尚子（4 西）、天

野葵（5 東）、堀内恵理香（5 西）、中村優子（管理課） 
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事 務 局：伊藤友夏（医事課） 

構成人数：20 人 

令和５年度活動実績： 

《第 1 回》 

日時：令和 5 年 5 月 30 日（火）16 時 45 分から 17 時 15 分 

参加人数：18 人 

内容 

① 今年度の褥瘡対策委員構成員紹介 

② 褥瘡専任者について 

③ 今年度の各部署の目標 

④ 今年度の勉強会について 

→委員会としての勉強会は実施しない。皮膚・排泄ケア分野の勉強

会として実施予定。 

⑤ エアマット調査 

⑥ 今年度の財務 

⑦ その他 

 

《第 2 回》 

日時：令和 5 年 9 月 26 日（火）16 時 45 分から 17 時 27 分 

参加人数：16 人 

内容 

① エアマット調査 

② 今年度の財務 

③ 症例報告（手術室、3 東、4 東） 

④ その他 

 

《第 3 回》 

日時：令和 5 年 12 月 12 日（火）16 時 45 分から 17 時 19 分 

参加人数：15 人 

内容 

① 看護師退職に伴う褥瘡専任看護師の変更、追加 

② 今年度の財務 

③ 症例報告（3 西、4 西、5 東、5 西） 

④ その他 

 

《第 4 回》 

日時：令和 6 年 3 月 5 日（火）16 時 45 分から 17 時 21 分 

参加人数：15 人 

内容 

① 今年度の各部署の目標と評価 

② エアマット調査 

③ 今年度の財務  

④ 厚生局の適時調査報告 

⑤ 次年度の褥瘡対策委員会における褥瘡リンクナース育成につ

いて 

⑥ その他 

⑦ 症例報告（外来、ICU、褥瘡対策チーム） 

 

○令和 5 年度褥瘡回診状況 

回数 48 回 

延べ患者数 585 名 

回診総時間 92 時間 35 分 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

院内感染対策委員会 

（目的及び主旨） 

富士吉田市立病院における院内感染を防止し、安全かつ適切な医

療提供を確立することを目的とする。 
委 員 長：本田勇二副院長 

委  員：松田政徳院長、天野力郎副院長、滝克己診療部長、中

村誠医科部長、渡邉一孝医科部長、須山千恵看護部長、

宮下茂美外来看護副師長、堀内愛感染管理看護師、小

泉俊也事務長、小佐野五郎事務次長、田辺郁也管理課

長、天野孔文病院運営アドバイザー、高山倉人医事課

長、渡辺新吉薬剤科長、加藤美也子臨床検査科長、相

川浩史放射線科長、後藤保志臨床工学科長、會澤剛士

リハビリテーション科主幹、宮下明子栄養管理科主幹、

小佐野恵薬剤科主査、中野路子臨床検査科主幹、白壁

学医事課 

事 務 局：中野路子(臨床検査科主幹)・白壁学(医事課) 

構成人数：23 人 

令和５年度活動実績： 
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年

入外別

(保菌部位) （他部位) (保菌部位) （他部位) (保菌部位) （他部位) (保菌部位) （他部位)

1月 0 5 0 2 1 6 0 0

2月 1 5 0 0 2 4 0 0

3月 0 4 0 3 1 3 0 0

4月 2 4 0 1

5月 0 5 0 1

6月 1 5 0 3

7月 1 0 0 1

8月 0 8 0 1

9月 0 2 0 0

10月 2 7 0 0

11月 0 4 0 0

12月 0 5 0 0

合計 7 54 0 12 4 13 0 0

　　　　＊その他部位:上記以外の材料から検出

新規MRSA分離患者報告

全科月別年次別統計

入院 外来 入院 外来

　　　　＊保菌部位:咽頭粘液、上咽頭、鼻汁、鼻腔液、扁桃周囲から検出

20242023

 
「院内感染対策講演会」 開催当日は参加人数制限あり 
＊第 1 回院内感染対策講演会 2023 年 6 月 21 日(水) 17:30～

18:30 
 開催場所:講堂 1・2・3 西別館 2 階 
 テーマ:①COVID-19 病棟クラスターを経験して・・・ 
     講師 4 階西病棟、5 階東病棟、5 階西病棟スタッフ 
     ②抗菌薬の適性使用について ～腎機能別薬剤投与方法

～ 
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     講師 小佐野恵薬剤師 
 参加状況:186 名、DVD 視聴学習 249 名 参加率 95.5％ 
＊第 2 回院内感染対策講演会 2023 年 11 月 2 日(木)  17:30～

18:30 
 開催場所:講堂 1・2・3 西別館 2 階 
テーマ:①性感染症のトピックスについて 
     講師 富士・東部保健所 中根貴弥所長 
     ②抗菌薬について ～バンコマイシンと TDM～ 
     講師 小佐野恵薬剤師 
 参加状況:155 名、DVD 視聴学習 278 名 参加率 96.9％ 
 
「ICT 活動・AST 活動」 
＊事例検討会 開催:毎週金曜日 13：00～ 46 回実施 
＊AST 事例検討会 開催:毎週金曜日 13：00～ 46 回実施 
＊環境ラウンド 毎週金曜日  48 回実施 
 
「地域連携カンファレンス」 
＊連携病院:都留市立病院 ICT、日本赤十字病院 ICT、大月市立中央

病院 ICT、 
上野原市立病院 ICT 
＊開催日:4 月 21 日(金)、7 月 14 日(金)、1 月 19 日(金) 14：30～

15：30 
＊議題:①データについて 
    ア.薬剤耐性菌の検出状況 
    イ.感染症患者の発生状況 
    ウ.抗菌薬の使用状況 
    ②その他 
 
「富士東部地域新興感染症の発生等を想定した訓練」 
＊開催日:10 月 14 日(土) 14：00～16：00 
 
「相互ラウンド」 連携病院:山梨厚生病院 
・開催日:10 月 30 日(月)(評価:山梨厚生病院) 14：00～17：30 
＊場所:富士吉田市立病院 講堂 3 
＊内容:相互チェック表に沿って感染対策状況を評価 
・開催日:11 月 22 日(水)(評価:富士吉田市立病院) 14：00～16：00 
＊場所:山梨厚生病院 
＊内容:相互チェック表に沿って感染対策状況を評価 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

輸血療法委員会 
（目的及び主旨） 
安全な輸血療法の実施及び血液製剤の適正使用を図るとともに重

要事項を審議し、必要な指針を与えることを目的とする。 
委 員 長：山﨑貴久消化器内科医科部長 

委  員：今江省吾脳外科医科部長、市川学麻酔科医科部長、原

倫生外科医科部長、葛西義史泌尿器科医師、藤田康稚

整形外科主任医長、堀内俊介薬剤科主査、小田静看護

副部長、天野みちる手術室看護師長、渡邊美貴看護師

長（学会認定臨床輸血看護師）、羽田明弘医事課課長

補佐 、荒井健斗管理課主査、加藤美也子臨床検査科

長、渡渡邉子臨床検査科主幹(認定輸血検査技師) 

事 務 局：渡邉紀子(臨床検査科主幹) 

構成人数：14 人 

令和５年度活動実績： 

1.委員会開催日・内容 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 4 月 25 日(火)》 

① 輸血療法委員会構成員について 

② 令和 4 年度輸血用血液製剤使用状況報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

③ R4 年度血漿分画製剤使用状況 

④ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

⑤ 令和 4 年度第 2 回山梨県需給に係わる連絡会議について 

⑥ 院内輸血療法研修会について 

⑦ 検査システム更新及び GW の対応について 

⑧ 輸血情報(2303-179)、血安全監視体制年報(2021 年版)通知 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 6 月 20 日(火)》 

① 定例報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

② 血漿分画製剤使用状況 

③ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

④ 輸液ポンプ用輸血セットについて 

透析中に使用する輸血セットについて、マニュアル作成と臨床工学

科通信の修正発行を依頼 

⑤ 輸血療法研修会について 

《令和 5 年度第 3 回 令和 5 年 8 月 29 日(火)》 

① 定例報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

② 血漿分画製剤使用状況 

③ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

④ インシデントについて 

⑤ 輸血情報(2308-180、2308-181)通知 

《令和 5 年度第 4 回 令和 5 年 10 月 31 日(火)》 

① 定例報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

② 血漿分画製剤使用状況 

③ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

④ 輸液ポンプ用輸血セットについて 

臨床工学科作成より手順書が作成され、輸血療法マニュアルへ追加

する事が承認 

《令和 5 年度第 5 回 令和 5 年 12 月 26 日(火)》 

① 定例報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

② 血漿分画製剤使用状況 

③ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

④ 輸血療法マニュアル改訂について 

輸血療法マニュアルを改訂(輸液ポンプ用輸血セット手順書を追

加)し、輸血療法通信にて周知 

⑤ AB 型赤血球在庫量変更について 

AB 型赤血球廃棄が続いている事から、委員会にて協議し廃棄削減の

ため在庫量を 2 単位から 1 単位へ変更する事が承認 

⑥ 輸血用血液製剤の電子化添付文章についてのお知らせ通知 

《令和 5 年度第 6 回 令和 6 年 2 月 20 日(火)》 

① 定例報告 

血液製剤使用状況、副作用報告、術式別準備量、症例検討を含めた

適正使用推進について 

② 血漿分画製剤使用状況 
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③ 血液製剤査定及び輸血管理料・輸血適正使用加算について 

2.その他 

《輸血療法研修会 令和 5 年 6 月 2 日(金)》 

 新人看護師対象として開催し、参加者 21 名、満足度 100％ 

《院内輸血監査 令和 6 年 3 月 5 日(火)》 

 5 階東病棟において輸血実施に関する監査を実施 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

臨床検査適正化委員会 

（目的及び主旨） 
臨床検査の管理、運営上の適正化を図るとともに、重要事項を審議

し、よって当院の発展に寄与することを目的とする。 
委 員 長：宮下和久内科医科部長 

委  員：近藤充徳整形外科医科部長、若月大輔循環器内科主任

医長、中西嘉浩泌尿器科医師、小田静看護副部長、田

辺郁也管理課長、高山倉人医事課長、加藤美也子臨床

検査科長、土屋知己臨床検査科主幹 

事 務 局：土屋知己(臨床検査科主幹) 

構成人数：９人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 7 月 19 日(水)》 
①内部・外部精度管理について 
内部、外部精度管理資料の回覧 
②院内検査について 
試薬、基準値、測定範囲の変更項目についての説明 
③外部委託検査について 
伝票対応から電子カルテ依頼に変更項目、受託再開項目についての

説明 
④血液ガス採取容器へのラベル貼付について 
⑤ピンク血算採取容器一時変更について 
⑥灰色血糖、HbA1c 採取容器一時変更について 
⑦インフルエンザ抗原定量検査終了について 
⑧新規検査試薬申請について 
⑨その他 
委員会構成員名簿について報告 
《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 11 月 29 日(水)》 
①内部精度管理について 
内部精度管理資料の回覧 
②外部精度管理について 
今年度実施された日臨技臨床検査精度管理調査について回覧及び

報告 
③外部委託検査について 
伝票対応から電子カルテ依頼に変更項目、検査内容変更項目につい

て説明 
④蓄尿安定化剤添付メモ変更について 
⑤新規外部委託検査申請状況について 
⑥ 血清検体保管について 
電子カルテからの依頼方法についての説明、及び保存期間について

協議し了承 
された 
⑦ 尿定性・有形成分分析装置更新について報告 
《令和 5 年度第 3 回 令和 6 年 2 月 22 日(木)》 
①内部精度管理について 
内部精度管理資料の回覧 
②外部精度管理について 
今年度実施された山梨県医師会、日本医師会外部精度管理調査につ

いて回覧及び報告 
③外部委託検査について 
受託中止項目、検査内容変更項目について説明 
④新規外部委託検査申請状況について 
⑤eGFR 表示変更にていて 
⑥その他 
(1)関東厚生局監査について報告 
(2)多項目自動血球分析装置更新について報告 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療ガス安全管理委員会 
（目的及び主旨） 
医療ガス安全管理委員会は、医療ガス（診療の用に供する酸素、各

種麻酔ガス、吸引、医用圧縮空気、窒素等をいう。）設置に係る安全

管理を図り、患者の安全を確保することを目的とする。 
委 員 長：後藤保志臨床工学科科長 

委  員：市川学（麻酔科）・牛久保ちえみ（看護部）・渡邉隆一

（手術室）・淺利心（薬剤科）・田辺郁也（管理課）・渡

邊雅人（管理課）・渡邉拓己（管理課） 

事 務 局：鈴木貞晴（管理課） 

構成人数：９人 

令和５年度活動実績： 

《 令和５年度 第 1 回 令和５年８月 １４日(月) 》 

  ※書面開催 

①医療ガス安全管理委員会要綱に基づく内視鏡センター 

医療ガス設備試験、検査の立会について(報告) 

診療体制の充実や患者の利便性向上等を目的に、旧レストランあか

げらを内視鏡センターとするための改修工事を実施し、それに伴い

医療ガス設備が新設されました。 

稼働に先立ち、医療ガス安全管理員会要綱第３条第１項第３号の規

定に基づき、委員長兼監督責任者（臨床工学科長）及び実施責任者

（中央監視室所長）が立合いを行い、規定値であり安全であること

を確認しましたので委員の皆様へ御報告いたします。 

②その他 

・第２回の開催について 

 ⇒現状、事務局において要綱第３条第２項に該当する医療ガス設

備の新設等は事務局にて把握をしていないため第２回の開催は予

定しておりません。 

  しかし、厚生労働省「医療ガスの安全管理について」の一部改

正等により、委員会に諮る必要がある事案があった場合は、委員の

皆様にお声がけし、開催いたしますのでよろしくお願いいたしま

す。 

  併せて、委員の皆様で当委員会に議する事案がある場合は、事

務局へお知らせください。委員長と協議の上、至急案件と判断した

場合は、委員会を開催いたします。 

 ・医療ガス設備の修繕等 

 ⇒令和５年度につきましては、大規模な医療ガス設備の修繕は予

定しておりません。（軽微な修繕あり） しかし、突発的な故障等に

より診療に影響を及ぼすおそれがあると判断された場合は、委員

の皆様の御協力のもと、対応して参ります。 

 ①・② において、委員による質疑等の意見なしのため、了承され

た。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ＮＳＴ委員会 

（目的及び主旨） 
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富士吉田市立病院において患者の症状に応じた適切な栄養管理を

実施し、症状回復の促進を図るために必要な事項を定めることを目

的とする。 
委 員 長：今江省吾（脳神経外科医科部長） 

委  員：小佐野雅識（耳鼻咽喉科医長）丹澤雄一朗（耳鼻咽喉

科医）原倫生（外科医科部長）高山明裕（歯科医師）

佐藤美和（外来看護師）杉本春花（3 東病棟看護師）

佐藤友美（3 西病棟看護師）渡邊美月（4 東病棟看護

師）樋口里夏（4 西病棟看護師）天野佑二朗（5 東病

棟看護師）遠山里奈（5 西病棟看護師）渡辺義仁（薬

剤科主幹）葛西彩華（臨床検査科主査）田中佑之介（リ

ハビリテーション科主任理学療法士）大森優介（リハ

ビリテーション科主任作業療法士）大野薫（医事課主

任）白須恵（栄養管理科） 

事 務 局：宮下明子（栄養管理科主幹） 

構成人数：19 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和５年４月２５日(火)》 

①令和５年度 NST 委員名簿について 

②NST 報告 

 ３月分、令和 4 年度年間報告 

③今年度の院内 NST 勉強会について 

④今年度ミニレクチャー 年間予定について  

⑤栄養管理科よりミニレクチャー 

⑥その他 

 第 38 回 日本臨床栄養代謝学会学術集会について 

《令和５年度第２回 令和５年５月２３日(火)》 

①ミニレクチャー（製品説明） 

②NST 報告 ４月分 

③今年度勉強会について 

④その他  

山梨 NST 研究会について 他 

 

《令和５年度第３回 令和５年６月２７日(火)》 

①ミニレクチャー（経腸栄養用輸液ポンプについて） 

②NST 報告 5 月分 

③今年度勉強会について 

④その他 

 WEB セミナーについて 

 

《令和５年度第４回 令和５年７月２５日(火)》 

①製品説明 

②外来看護師とリハビリテーション科 PT よりミニレクチャー 

③NST 報告 ６月分 

④その他  

経腸栄養剤一覧 差し替え 

 

《令和５年度第５回 令和５年８月２２日(火)》 

①NST 報告 ７月分 

②3 西看護師と外科医師よりミニレクチャー 

③その他 

 経腸利用用輸液ポンプについて 

NST マニュアル見直し 

 

《令和５年度第６回 令和５年９月２６日(火)》 

①NST 報告 ８月分 

②5 東看護師と薬剤科よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST マニュアル見直し 

 

《令和５年度第７回 令和５年１０月２４日(火)》 

①NST 報告  

②5 西看護師と脳神経外科医師よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST 委員名簿改訂 

栄養サポートチーム名簿改訂 

日本臨床栄養代謝学会 NST 稼働施設認定更新について 

 

《令和５年度第８回 令和５年１１月２８日(火)》 

①NST 報告 ９月、１０月分 

②4 西看護師と栄養管理科よりミニレクチャー 

③検討事項 

 日本臨床栄養代謝学会 NST 稼働施設認定更新について 

 

《令和５年度第９回 令和５年１２月２６日(火)》 

①NST 報告 １１月分 

②4 東看護師と耳鼻咽喉科医師よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST 加算について 

  栄養補助食品試食結果について 

 

《令和５年度第１０回 令和６年１月２３日(火)》 

①NST 報告 １２月分 

②3 東看護師とリハビリテーション科 OT よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST 採血について 

  WEB セミナーについて 他 

 

《令和５年度第１１回 令和６年２月２７日(火)》 

①NST 報告 １月分 

②外来看護師よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST 回診同意書について 他 

 

《令和５年度第１２回 令和６年３月１９日(火)》 

①NST 報告 ２月分 

②臨床検査科よりミニレクチャー 

③検討事項 

 NST 稼働施設認定報告 

NST 回診同意書について 他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

栄養委員会 

（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院において患者の症状に応じた適切な食事を提供

し、症状回復の促進を図るとともに患者給食を効率的に運営するた

め必要な事項を定めることを目的とする。 
委 員 長：小佐野雅識（耳鼻咽喉科医長） 

委  員：滝克己（内分泌・糖尿病内科診療部長）小田静（看護

副部長）市川いづみ（3 西病棟看護師長）高山倉人（医

事課長）中村優子（管理課 課長補佐）鈴木亜津美（栄

養管理科主幹）堀内綾香（栄養管理科主査）白須恵（栄
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養管理科） 

事 務 局：宮下明子（栄養管理科主幹） 

構成人数：10 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 5 月 25 日(木)》 

① 令和 5 年度栄養委員会名簿について 

② 令和 4 年度経口・経腸栄養剤 月別使用状況について 

令和 5 年度経口・経腸栄養剤 月別使用状況について（中間報告） 

③ 令和 5 年度 食事嗜好調査の予定について 

④ その他 

栄養情報提供書の取り扱いについて 

 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 10 月 5 日(木)》 

① 調乳水製造装置の運用について 

② 令和 5 年度 食事嗜好調査の結果について 

③ 令和 5 年度経口・経腸栄養剤 月別使用状況について（中間報

告） 

 

《令和 5 年度第 3 回 令和 6 年 2 月 14 日(水)》 

① 2024 年度（令和 6 年度）経口・経腸栄養剤 見積り依頼につい

て 

② 栄養指導件数・栄養スクリーニング・栄養管理計画書 実施件

数報告 

③ その他 

 

《令和 5 年度第 4 回 令和 6 年 3 月 15 日(金)》 

① 令和 6 年度 経口・経腸栄養剤 契約内容について 

② 令和 6 年度 行事食年間計画について 

③ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ＤＰＣ・保険診療検討委員会 
（目的及び主旨） 
各部門におけるＤＰＣの運用を支援し、「患者中心のよりよいサー

ビスを提供し、効果的な病院経営」を行うことを目的としている。 
並びに、標準的な診断及び治療方法について院内で周知を徹底し、

適切なコーディングを行う体制を確保することを目的とする。 
委 員 長：滝克己医師 

委  員：天野副院長・川島医師・中村医師・原医師・小佐野医

師・岡田医師・若月医師髙橋医師・牛久保看護副部長・

中根看護副部長・渡辺義仁・勝俣多恵・小林裕樹渡邊

直通・宮野房義 

事 務 局：医事課 舟久保智彦 

構成人数：17 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 5 月 17 日(水)》 

① ＤＰＣコーディングテキストについて 

② その他 

 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 8 月 16 日(水)》 

① ＤＰＣコーディングテキストについて 

② その他 

 

《令和 5 年度第 3 回 令和 5 年 11 月 29 日(水)》 

① ＤＰＣコーディングテキストについて 

② その他 

 

《令和 5 年度第 4 回 令和 5 年 2 月 29 日(木)》 

① ＤＰＣコーディングテキストについて 

② 厚生局適時調査の結果について 

③ 令和 6 年度診療報酬改定について 

④ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

クリニカルパス委員会 
（目的及び主旨） 
患者状態と診療行為の目標、および評価・記録を含む標準診療計画

を策定することで医療の質の改善を目指す。 
委 員 長：渡辺長和（整形外科医師） 

委  員：渡辺長和（整形外科）今江省吾（脳神経外科）滝克己

（内分泌・糖尿病内科）高橋亘弘（泌尿器科）廣瀬真

（腎臓内科）小佐野雅識（耳鼻咽喉科）若月大輔（循

環器内科）川島茂樹（産婦人科）中村誠（小児科）原

倫生（外科）岡田洋介（眼科）[看護部]小田静（看護

部）天野佑二朗（5 東病棟）中野泰一（5 西病棟）勝

俣聖香（4 東病棟）渡辺貴之（4 西病棟）渡辺泰子（ICU）

希代ゆかり（外来）川口誠一郎（血液浄化 C）米山安

奈（3 東病棟）[事務・コ・メディカル部門]山口賢悟

（医事課）志村実季（臨床検査科）仲安あすか（臨床

工学科）天野良平（リハビリ）宮下明子（栄養科）渡

辺義仁（薬剤科）渡辺義文（放射線技術科） 

事 務 局：川口誠一郎（看護部 血液浄化 C） 

構成人数：27 人 

令和５年度活動実績： 

2023 年度 第１回 クリニカルパス委員会 議事録 

１．日時：2023 年 6 月 22 日（木）17:00-17:20 

２．開催場所：講堂 1・2 

３．出席者 

[診療部門] 

渡辺長和（整形外科）今江省吾（脳神経外科）滝克己（内分泌・糖

尿病内科） 

高橋亘弘（泌尿器科）廣瀬真（腎臓内科）小佐野雅識（耳鼻咽喉科） 

若月大輔（循環器内科） 

[看護部] 

小田静（看護部）天野佑二朗（5 東病棟）中野泰一（5 西病棟）勝俣

聖香（4 東病棟）渡辺貴之（4 西病棟）渡辺泰子（ICU）希代ゆかり

（外来）川口誠一郎（血液浄化 C） 

[事務・コ・メディカル部門] 

山口賢悟（医事課）志村実季（臨床検査科）  

仲安あすか（臨床工学科）天野良平（リハビリ）宮下明子（栄養科）

渡辺義仁（薬剤科）計 21 名 

４．欠席者：  

川島茂樹（産婦人科）中村誠（小児科）原倫生（外科）岡田洋介（眼

科）米山安奈（3 東病棟）渡辺義文（放射線技術科） 計 6 名 

５．事務局：川口誠一郎（血液浄化 C） 

６．配布資料：「議事次第」,「資料① 2022 年度バリアンス発生一

覧(患者別)」「資料② 2022 パス適別バリアンス発生率」,「資料③ 

2023 クリニカルパス 承認済みリスト」,「資料④ クリニカルパス

文書オーダー確認方法」 

 

 

110



委員会 

 
 

I. 報告事項 

１）クリニカルパス集計報告（別紙参照） 

① 令和 4 年度診療科別月別クリニカルパス使用割合 

 現在 176 種類のクリニカルパスが承認済みとなっている。 

② クリニカルパス別バリアンス発生数 

 資料①・②参照し、上記内容について報告した、報告内容につい

て特に質問はなし 

２）患者用クリニカルパスについて 

各部署で作成してもらっている患者用パスの内容及びファイルの

整理のご協力ありがとうございます。同科であっても電子カルテ

と患者用 CP で用語が統一されていない場合がありますので今後も

作成上はご注意下さい。なお、患者用 CP の新規作成・変更があっ

た場合は事務局及び外来担当へご連絡いただき、印刷した用紙を

外来担当者へお渡しください。 

ファイル保管先 

\\svfile\share1\電カル共有フォルダ\02 看護部門\00 看護部共有

\02 患者用クリニカルパス\【新】患者用 クリニカルパス 

３）新規クリニカルカルパスの報告（令和 5 年 5 月時点） 

４）新規及び変更した CP の報告について 

これまで同様に事務局及び外来担当へご連絡ください。新規作成さ

れた CP については事務局より承認作業完了後に作成元担当者及び

担当科医師・薬剤科へ連絡させていただきます。 

 

II. 審議決定事項 

１）麻薬オーダを登録した CP 作成について 

呼吸器内科 一孝 Dr より気管支鏡 CP の修正のなかで麻薬オーダを

追加可能か提案いただいた。 

→ 過去に前例がないため、事前に薬剤科科長にも相談した結果、麻

薬箋の取扱上は CP オーダで組み込むことで CP 登録することで麻

薬箋が自動印刷されるため、保管元が不明確となるため避けた方

が良いとあった。 

代替案：タスクのなかに「例：麻薬箋確認」などの文言を追加する。 

上記対応について一孝 Dr へ直接お伝えし了承していただいた。 

２）CP に登録されている文書について 

既に CP に登録されている文書の年号が平成となっている文書が混

在している 

どの CP に登録されているか確認するにもテスト患者仮登録が必要

となる、また文書の修正はシステム管理者以外に権限がないこと

も課題 

→ システム渡辺優太さんにご相談し、既存 CP 文書の確認方法の手

順書を作成してもらった。 

年号が平成のままとなっている確認済みの CP 

＜泌尿器科＞ 

TUL/TUR-BT//RARP/TRUS/腎尿管全摘 

＜脳神経外科＞ 

サブドラ/AG 

＜歯科口腔外科＞ 

全麻抜歯 

 

看護部門 各部署担当者へ今後お願いしたい作業内容（方法は別紙

資料あり） 

電子カルテ画面を用いてシステム優太さんからご説明いただいた。 

① 承認済みの CP の文書確認作業 

・部署 CP 看護担当者は部署管理の承認済み CP 内の文書を確認する

（6 月中） 

・文書の修正が必要な CP をシステム渡辺さんに修正依頼する 

② 新規作成する CP 文書の準備 

・統合セットにある文書の年号が「平成」となっていないか確認 

以上、ご協力をお願いします。 

 

［次回 2024 年度 クリニカルパス委員会開催について］ 

開催予定日  令和 6 年 6 月 27 日（木）予定 

場所：講堂１・２ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

地域連携パス委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院の各部門における地域連携パスの導入、運用を支

援し、「患者にシームレスな医療支援を提供するため、より一層患者

本位の視点に立ち、疾病の回復過程（時間軸）に沿った一連の医療

支援を体系化し、効率的な病院運営を行うこと」を目的とする。 
委 員 長：山﨑貴久（消化器内科） 

委  員：小俣秀雄（外科）原倫生（外科）國光多望（呼吸器外

科）渡邊優（看護師）小池賀津江（看護師） 

事 務 局：医事課 白壁学 

構成人数：７人 

令和５年度活動実績： 

《平成２３年度第 1 回 平成２３年７月２１日(木)》 

① メンバーの紹介 

② 要項内容の承認 

③ がん地域連携パスについて 

④ 部会の設置について 

⑤ その他 

 

胃がんパス １件フォロー 男性 当時 86 歳 田辺医院との連携 

令和４年３月１４日 経過順調にて外科外来での診察終了となる。 

その後パス患者該当者なし。当委員会も休止している。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

救急医療委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院における救急医療業務の適正な運営と方針の確

立を図るため、必要な事項を定めるものとする。 
委 員 長：渡邉長和診療部長 

委  員：【医師】松田政徳・天野力郎・滝克己・今江省吾・中村

誠・牧野耕一・小俣秀雄・若月大輔【看護】中根妙子・

渡辺京子・加賀美加世【コメ】加藤美也子・宮下桂一・

萱沼圭一【事務】田辺郁也 

事 務 局：医事課 宮野房義 

構成人数：17 人 

令和５年度活動実績： 

《 令和 5 年度 第 1 回 令和 5 年 4 月 10 日(月) 》 

① 令和 5 年度委員会構成員について 

② 救急受診状況について《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 日当直時間帯における問題事例について（両院協議会） 

⑤ GW 中の輪番制当番医について 

⑥ 検体・生理検査システム匿名化について 

⑦ 脳疾患疑いの救急搬送患者に係る受診時検査後診断通知の変

更について 

⑧ その他 
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《 令和 5 年度 第 2 回 令和 5 年 5 月 8 日(月) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 両院協議会について《報告》 

④ その他  

※当地域で妊娠管理をしていない（旅行中）妊婦の救急受入につい

て 

※東部地域医療機関への申し入れ○○について 

 

《 令和 5 年度 第 3 回 令和 5 年 6 月 12 日(月) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況について《報告》 

③ 前年度ヘリポート利用状況について《報告》 

④ 救急医療部会部会について《報告》 

⑤ 救急搬送時、心肺蘇生を希望しない患者への対応について 

⑥ その他 

（連絡事項） 

※当地域で妊娠管理をしていない（旅行中）妊婦については内科当

番の病院が受け入れる（6/12(月)より開始） 

※ドクターヘリ症例検討会 令和 5 年 6 月 23 日(金)オンライン医

事課会議室 

 

《 令和 5 年度 第 4 回 令和 5 年 7 月 10 日(月) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況について《報告》 

③ 救急医療部会について《報告》 

④ 日当直時間帯における問題事例について（7/11 両院協議会） 

⑤ 救急搬送時の蘇生行為に関する患者表示書の運用について 

⑥ その他 

 

《 令和 5 年度 第 5 回 令和 5 年 8 月 15 日(月) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 両院協議会《報告》 

⑤ その他 連絡事項 ※9/10(日)Mt.富士トライアスロン富士河

口湖 ※9/28(木)山梨県ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ症例検討会 

 

《 令和 5 年度 第 6 回 令和 5 年 9 月 11 日(月) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ その他 連絡事項 ※9/28(木)山梨県ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ症例検討会 

 

《 令和 5 年度 第 7 回 令和 5 年 10 月 10 日(火) 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 日当直時間帯における問題事例について（10/17：両院協議会提

示案件） 

⑤ 救急カート内「リドカイン静注液 2％5ml」について 

⑥ その他 

 

《 令和 5 年度 第 8 回 令和 5 年 11 月 13 日（月） 》          

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 両院協議会報告 

⑤ その他「第 46 回山梨県ドクターヘリ症例検討会」 

《 令和 5 年度 第 9 回 令和 5 年 12 月 11 日（月） 》 

① 救急受診状況について《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 日当直時間帯の問題事例について（両院協議会） 

⑤ 年末年始の開業医の診療状況 

⑥ その他 

 

《 令和 5 年度 第 10 回 令和 6 年 2 月 13 日（火）》 

① 救急受診状況《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 年末年始の受診状況について 

④ 救急医療部会《報告》 

⑤ 両院協議会《報告》 

⑥ その他 ※ドクターヘリ症例検討会《令和 6 年 3 月 4 日(月)午

後 2 時～》 

 

《 令和 5 年度 第 11 回 令和 6 年 3 月 11 日（月）》 

① 救急受診状況《報告》 

② 病院別救急患者搬送状況《報告》 

③ 救急医療部会《報告》 

④ 日当直時間帯の問題事例について 

⑤ 開業医からの問い合わせ事項について 

⑥ ドクターヘリ症例検討会《報告》 

⑦ ⑦その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

手術室運営委員会 
（目的及び主旨） 
当院において外科的治療を対象とする患者が、安全かつ安楽な状態

で手術を受け、確実に治療が受けられ、手術・麻酔が安全で効率的

に行われるように、手術室の運営体制と管理に関する事項を定める

ものとする。 
委 員 長：市川学麻酔科医科部長 

委  員：市川学麻酔科医科部長 天野力郎副院長 小俣秀雄外

科医科部長 川島茂樹産婦人科医科部長 今江省吾

脳神経外科医科部長 國光多望呼吸器外科主任医長  

高橋宣弘泌尿器外科医長 小佐野雅識耳鼻咽喉科医

長 岡田洋介眼科医長 高山明裕歯科医師 若月大

輔循環器内科主任医長 相川放射線科長 【看護部門】 

牛久保ちえみ看護副部長 渡辺幸恵師長（3 東） 渡

辺美貴看護師長（4 東） 星野明子看護師長（4 西） 

渡辺泰子看護師長（ICU） 郷田千恵実看護師長（外

来）天野みちる看護師長（手術室） 勝俣辰司看護副

師長（手術室） 

事 務 局：勝俣辰司看護副師長（手術室） 

構成人数：20 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 5 月 15 日(月)》 

1）手術部マーキングについて 医療安全管理 GMR 中根看護師長

より 

２）定例報告  

 ①過去 5 年間手術件数報告   2 月・3 月・4 月分   
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 ②月インシデント報告 2 月・3 月・4 月分   

 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 7 月 18 日(火)》 

1）手術部マーキングについて   

２）定例報告  

 ①過去 5 年間手術件数報告   5 月・6 月  

 ②月インシデント報告 5 月・6 月   

    

《令和 5 年度第 3 回 令和 5 年 9 月 19 日(火)》 

1）遠隔手術指導システムについて 松田院長より 

手術室運営委員会で遠隔手術指導システムの導入について承認 

導入するにあたりワーキング部会を立ち上げ医師は麻酔科：市川医

師、外科：若菜医師、泌尿器科：高橋医師 

→手術室運営会議にてワーキング部会についても承認 

２）医療安全 「手術・処置誤認防止マニュアル」 について 

10/2 より開始で手術室運営委員会は同意。看護部には 9/25 師長会

にて周知 

３）定例報告              

 ①過去 5 年間手術件数報告   7 月・8 月 

 ②月インシデント報告 7 月・8 月 

 

《令和 5 年度臨時委員会 令和 5 年 9 月 28 日(火)》 

1）「令和６年度 購入医療機器要望」について 

 

《令和 5 年度第 4 回 令和 5 年 11 月 20 日(月)》 

1）術前休止薬剤について  医療安全管理委員会より 

２）年末年始 手術日設定について 

３）医療機器修理選定部会より 

４）定例報告           

 ①過去 5 年間手術件数報告   9 月・10 月 

 ②月インシデント報告  9 月・10 月 

 

《令和 5 年度第 5 回 令和 6 年 1 月 15 日(月)》 

1）遠隔手術支援システムについて報告 システム管理：長田さん・

渡邊さんより     

２）休日（年末年始も含め）の放射線科 術中イメージ依頼につい

て 

３）定例報告     

 ①過去 5 年間手術件数報告   11 月・12 月 

 ②月インシデント報告 11 月・12 月 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ＩＣＵ運営委員会 
（目的及び主旨） 
ＩＣＵの円滑且つ効率的な運営に必要な事項の検討を行うととも

に、関係機関との連絡調整を図る。 
委 員 長：今江省吾（医師） 

委  員：松田政徳（院長）・天野力郎（副院長）・本田勇二（副

院長）・渡邉長和（医師）・滝克己（医師）・廣瀬真（医

師）・渡辺一孝（医師）・山本仁（医師）・川島茂樹（医

師）・中村誠（医師）・浅野冬樹（医師）・市川学（医

師）・小佐野雅識（医師）・國光多望（医師）・岡田洋介

（医師）・高橋宣弘（医師）・高山明裕（医師）・小田静

（看護部）・牛久保ちえみ（看護部）・天野みちる（手

術室）・渡辺泰子（ICU）・岡部佳代子（薬剤）・渡辺麻

希（検査）・桒原正宜（工学）・上杉彰史（管理）・宮野

房義（医事） 

事 務 局：加賀美加世（ICU） 

構成人数：28 人 

令和５年度活動実績：開催なし 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

薬事委員会 

（目的及び主旨） 
病院における薬事の適正かつ、円滑な遂行に必要な事項を定め、薬

物療法の合理的発展を図ることを目的とする。 
委 員 長：廣瀬真医科部長 

委  員：松田政徳院長、天野力郎副院長、本田勇二副院長、須

山千恵看護部長、渡辺新吉薬剤科長、渡辺義仁薬剤科

主幹、中村優子管理課課長補佐、田中諒管理課主査、

山口賢悟医事課課長補佐 

事 務 局：小林ひとみ薬剤科主幹 

構成人数：11 人 

令和５年度活動実績： 

Ⅰ.開催日・決定事項 

《令和５年度第 1 回 令和５年４月１８日(火)》 

○院内または院内外採用：４品目 

○院外限定から院内外採用に切り替え：１品目 

○院外限定採用：２品目 

○院外限定採用に切り替え：３品目 

○採用取り消し：２品目 

 

《令和５年度第 2 回 令和５年５月１７日(水)》 

○院外限定採用：２品目（うち１品目は２規格） 

 

《令和５年度第３回 令和５年６月２０日（火）》 

○院内または院内外採用：１品目 

○院外限定から院内外採用に切り替え：１品目２規格 

○院外限定採用：２品目（うち１品目は２規格） 

○院外限定採用に切り替え：３品目 

○採用取り消し：１品目３規格 

 

《令和５年度第４回 令和５年７月１９日（水）》 

○院内または院内外採用：２品目（うち１品目は２規格） 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：１品目 

○院外限定採用：２品目（うち１品目は２規格） 

○院外限定採用：３品目 

○採用取り消し：１品目 

 

《令和５年度第５回 令和５年８月１５日（火）》 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：２品目 

○院外限定採用：４品目（うち２品目は各２規格） 

○院外限定採用に切り替え：１品目 

○採用取り消し：５品目 

 

《令和５年度第６回 令和５年９月２０日（水）》 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：１品目 

 

《令和５年度第７回 令和５年１０月１７日（火）》 

○院内または院内外採用：２品目 

○院外限定採用に切り替え：２品目 
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《令和５年度第８回 令和５年１１月１５日（水）》 

○院内または院内外採用：２品目 

○院外限定採用に切り替え：２品目 

 

《令和５年度第９回 令和５年１２月１９日（火）》 

○院外限定採用：１品目 

 

《令和５年度第１０回 令和６年１月１７日（水）》 

○院内または院内外採用：６品目 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：１品目 

○院外限定採用：１品目 

○院外限定採用に切り替え：３品目 

○採用取り消し：４品目 

 

《令和５年度第１１回 令和６年２月２０日（火） 

○院内または院内外採用：５品目 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：１品目 

○院外限定採用：４品目（うち１品目は３規格） 

○院外限定採用に切り替え：１品目 

○採用取り消し：５品目 

 

《令和５年度第１２回 令和６年３月２７日（水）》 

○院内または院内外採用：４品目（うち１品目は２規格） 

○院外限定採用から院内外採用に切り替え：２品目 

○院外限定採用：４品目（うち１品目は４規格） 

○院外限定採用に切り替え：４品目 

○採用取り消し：３品目 

 

Ⅱ．その他 

【先発医薬品からジェネリック医薬品への切り替え】 

内服薬：９品目（うち１品目は２規格） 

注射薬：１品目２規格 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

情報管理委員会 
（目的及び主旨） 
病院全体の情報と個人情報についての管理規程を策定し、それに基

づく診療等に関わる情報の収集と個人情報の取扱いに関する適切

な保護を行い、結果を現場に反映する事項を定め、院内情報の総合

的な管理を図るために必要な事項を定めるものとする。 
委 員 長：松田政徳（院長） 

委  員：天野力郎（副院長）・本田勇二（副院長）・滝克己（医

師）・山本仁（医師）・小田静（看護部長）・舟久保富清

（事務長）・小佐野五郎（次長）・渡邊美香（GRM)・田

辺郁也（管理）・高山倉人（医事）・渡邊二仁（管理）・

長田淳（管理） 

事 務 局：渡邊優太（管理）・堀内和仁（管理） 

構成人数：15 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 8 月 30 日(水) ※書面開催》 

① 2021 年度 医療情報開示について《報告》 

② 2022 年度 医療情報開示について《報告》 

③ 質疑・意見書 

 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 11 月 8 日(水)》 

① 番号による患者呼び出しについて 

② その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療機器等購入選定委員会 
（目的及び主旨） 
医療機器等の適正で有効な導入を図るため、購入する医療機器等の

選考及び機種選定等を検討・協議することを目的とする。 
委 員 長：松田政徳（院長） 

委  員：天野力郎（副院長）・本田勇二（副院長）・滝克己（医

師）・渡邉長和（医師）・須山千恵（看護部長）・後藤保

志（工学）・小泉俊也（事務長）・小佐野五郎（次長）・

田辺郁也（管理）・高山倉人（医事） 

事 務 局：桒原正宜（工学）・渡邊二仁（管理） 

構成人数：13 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和５年 10 月 30 日（月）・令和５年 10 月 31

日（火）》 

・令和６年度購入医療機器の選定について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 診療材料委員会  
（目的及び主旨） 
医療用材料の採用及び物流管理業務の適正な運営と方針を図る。 
委 員 長：天野力郎(副院長) 

委  員：松田政徳(院長)・原倫生(外科医科部長)・宮下和久(内

科医科部長)・高橋宣弘(泌尿器科医長)・小田静(看護

副部長)・天野みちる(ICU 看護師長)・後藤保志(臨床

工学科長)・桒原正宜(臨床工学科主査)・田辺郁也(管

理課長)・渡邊二仁(管理課長補佐)・山口賢悟(医事課

長補佐) 

事 務 局：中村優子(管理課長補佐)・田中諒(管理課主査) 

構成人数：14 人 

令和５年度活動実績： 

＜第１回＞ 令和５年４月 18 日（火） 

(１)令和 5 年度 委員会要綱・委員会メンバーについて 

(２)診療材料新規採用品について 

(３)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について 

 

＜第２回＞ 令和５年５月 17 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第３回＞ 令和５年６月 20 日（火） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第４回＞ 令和５年７月 19 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第５回＞ 令和５年８月 15 日（火） 

(１)診療材料新規採用品について  
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(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第６回＞ 令和５年９月 20 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第７回＞ 令和５年 11 月 15 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第８回＞ 令和５年 12 月 19 日（火） 

(１)診療材料新規採用品について 

(２)診療材料 ディスポーザブル製品再滅菌使用許可申請書につ

いて 

(３)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告) 

 

＜第９回＞ 令和６年１月 17 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第 10 回＞ 令和６年２月 20 日（火） 

(１)診療材料新規採用品について  

(２)期限切れ予備物品・期限切れリスト・１年前に採用された材料

について(報告)  

 

＜第 11 回＞ 令和６年３月 27 日（水） 

(１)診療材料新規採用品について 

(２)ディスポーザブル製品再滅菌使用許可について 

(３)ディスポーザブル製品再滅菌使用削除について 

(４)期限切れ予備物品・期限切れリスト・1 年前に採用された材料

について(報告) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

病院機能評価委員会 
（目的及び主旨） 
病院機能評価受審の有無、受審する際の進め方などを協議する。 
委 員 長：松田政徳（院長） 

委  員：天野力郎（副院長）・本田勇二（副院長）・山本仁（医

師）・浅野冬樹（医師）・小泉俊也（事務長）小佐野五

郎（次長）・須山千恵（看護部長）・小田静（看護部）・

牛久保ちえみ（看護部）・中根妙子（GRM)・天野みちる

（手術室）・堀内愛（感染管理）・渡辺新吉（薬剤）・加

藤美也子（検査）・相川浩史（放射線）後藤保志（工

学）・天野めぐみ（リハ）・會澤剛士（リハ）・田辺郁也

（管理） 

事 務 局：高山倉人（医事）・長田淳・渡邊優太・鈴木貞晴・田中諒・

小俣貴司（管理） 

構成人数：26 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第 1 回 令和６年１月 30 日(火)》 

① 審査月の決定について 

② 受審までのスケジュールについて 

③ Ver2.0 と Ver3.0 の大きな変更点について 

④ 準備作業及び作成書類などについて 

⑤ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

防火・防災対策委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院における防災管理及び防災対策の徹底を期し、も

って火災の予防及び大規模災害その他の災害による被害の軽減を

図ることを目的とする。 
委 員 長：小泉俊也（事務長） 

委  員：松田政徳（院長）、近藤充徳（整形外科医師）、今井佑

樹（泌尿器科医師）、岡田洋介（眼科医師）、牛久保ち

えみ（看護副部長）、小田静（看護副部長）、宮下桂一

（薬剤科）、仲安あすか（臨床工学科）、小川綾（視能

訓練士）、渡辺麻希（臨床検査科）、戸辺勇気（リハビ

リテーション科）、渡辺優佳（放射線技術科）、鈴木亜

津美（栄養管理科）、小佐野五郎（事務次長）、田辺郁

也（管理課長）、渡辺雅人（管理課）、長田淳（管理課）、

和光響（医事課） 

事 務 局：鈴木貞晴（管理課）、志村在博（管理課） 

構成人数：21 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和６年３月 26 日(火)》 

【書面会議】 

➀令和５年度活動報告について  

②令和５年度 新規採用職員等を対象とした自主防災訓練報告書 

➂保育所にじいろ消防計画の策定について 

➃令和６年度活動予定について 

➄質疑・意見等 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
教育研修委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院において、チーム医療の質を向上させるため教

育・研修を組織全体の課題として、企画・実施・評価を効率的に運

営する為必要な事項を定めるものとする。 
委 員 長：牛久保ちえみ（看護副部長） 

委  員：渡邊美香（医療安全委員会）堀内愛（感染対策委員会）

宮野房義（救急医療委員会）渡辺雅人（災害医療委員

会）伊藤友夏（褥瘡対策委員会）宮下明子（ＮＳＴ委

員会）和光響（咬合・摂食委員会）羽田明弘（緩和ケ

ア委員会）天野みちる（事務局） 

事 務 局：天野みちる（看護部） 

構成人数：10 人 

令和５年度活動実績： 

Ⅰ．委員会の開催日・内容・決定事項 

＜第１回＞令和 5 年 6 月 28 日（火） 

１） 令和 5 年度活動報告 

(1)令和 5 年度 教育研修委員会年報報告 

  ・教育研修委員会の目的・構成員の役割について説明 

(2)令和 5 年度 院内研修の開催状況…資料 2 

・令和 5 年度は、集合研修 9 回（R4 年 9 回）、テーマ別研修 18 回

（R4 年 21 回）、コース研修 11 回（R4 年 11 回）開催された。令

和 5 年度はｺﾛﾅ感染症が 5 類感染症に移行となったため、研修回
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数は変更せず、参加人数の制限を緩和し、ｺﾛﾅ渦程ではないが密

集は避けた状態での開催とした。また、R5 年度は倫理研修も開催

し、139 名の参加者があった。引き続き感染予防に配慮しながら

研修形態を工夫して実施していく。 

(3)令和 5 年度 院内研修アンケート結果…資料 3 

   ・アンケート結果については、安全・感染・輸血療法はと

ても良かった・良かった、とても役立つ・役立つで、98～100％

と各研修の満足度・役立ち度は高かった。 

 (4)令和 5 年度 院内研修参加一覧…資料 4 

  ・令和 5 年度も感染予防のため密集を避けるため、参加集計

をビデオ視聴まで含んだ為、安全・感染の院内集合研修参加率

は、各回 96%～97%と高かった。その他の集合研修は、年間平均

56％（R4 年 68％）であった。感染対策をとりながら実施でき

た。 

２）令和 6 年度の院内研修会開催計画について資料 5 

  令和 6 年度の研修予定確認。可能な範囲での様々な制限緩和

を図りながら、会場分散・DVD やビデオを活用した研修を進めて

行く。 

３)その他 

 ・研修を開催する際には、看護部牛久保に連絡をし、研修後は

アンケート・出席数の報告をする事。 

 

Ⅱ．令和 5 年度 院内集合研修会の開催状況 

研 修 日 研 修 テ ー マ 出席者

数 

R5 年 6 月 2 日 安全な輸血療法について 22 名 

R6 年 6 月 21 日 第 1 回院内感染対策研修会 

「COVID‐19 病棟クラスター

を経験して・・・」 

「抗菌薬の適正使用につい

て」 

435 名 

R5 年 8 月 23 日 第 1 回医療安全研修会 

個人情報の取り扱いについて 

418 名 

R5 年 10 月 14 日 「富士山噴火避難訓練」 130 名 

R5 年 11 月 2 日 第 2 回院内感染対策研修会 

「性感染症のトピックスにつ

いて」 

「抗菌薬の適正使用につい

て」 

433 名 

R5 年 11 月 30 日 第 1 回緩和ケア研修会 

がん･非がんの在宅看取りの家

族支援 

28 名 

R5 年 12 月 20 日 臨床倫理研修会 

患者の意思決定を考える 

139 名 

R6 年 2 月 15 日 第 2 回緩和ケア研修会 

がん患者を親に持つ子供のｹｱ 

18 名 

R5 年 2 月 21 日 第 2 回医療安全研修会 

安全対策発表会 

437 名 

令和 5 年度 テーマ別研修開催状況 

研修分野 開催回数 延べ出席者

数 

認知症看護研修 2 回 24 名 

糖尿病看護研修 3 回 66 名 

褥瘡研修 11 回 206 名 

緩和ケア研修 2 回 57 名 

RST・急性期ケアチーム

研修 

3 回 79 名 

令和 5 年度 コース研修 

研修分野 開催回数 延べ出席者

数 

緩和ケアリンクナース 3 回 17 名 

終末期患者ケア看護師

教育研修 

8 回 188 名 

 

Ⅲ．評価・課題 

 令和 5 年度は集合研修 9 回（R4 年 9 回）、テーマ別研修 18 回

（R4 年 21 回）、コース研修 11 回（R4 年 11 回）開催された。コ

ロナ感染が蔓延することもあったが、中止することなく感染対策

をとり会場を分散し実施し DVD の視聴と小テストを実施し参加と

し、研修参加者はコロナ渦に比べ大幅に増加した。また令和 5 年

度は倫理研修も開催できた。 

令和 6 年度においては、感染対策を行いながら研修形態の工夫を

して実施していく。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

労働安全衛生委員会 
（目的及び主旨） 
労働者の危険や健康障害を防止するための労働災害の原因及び再

発防止対策等の重要事項について、労働者の意見を反映させるよう

十分な調査審議を行い、労使一体となって労働災害防止に取り組む。 
委 員 長：小泉俊也（事務長） 

委  員：【診療部門】松田政徳(院長)・浅野冬樹(産業医・循環

器内科医科部長)・滝克己(衛生管理者・内分泌糖尿病

内科診療部長)・小佐野雅識(衛生管理者・耳鼻いんこ

う科医長)【看護部門】須山千恵(看護部長)・中根妙

子(医療安全 GRM・看護師長)・市川いづみ(看護師長)・

星野明子(看護師長)・堀内愛(感染管理・副師長)【技

術部門】小川健一(臨床検査科主幹)・渡辺貴子(放射

線技術科主幹)・渡辺真理恵(薬剤科主幹)・天野めぐ

み(リハビリテーション技術科長)・仲安あすか(臨床

工学科主幹)【事務部門】小佐野五郎(事務次長)・田

辺郁也(管理課長)・天野孔文(アドバイザー)・高山倉

人(医事課長)・上杉彰史(管理課長補佐)  

事 務 局：小俣貴司(管理課主査) 

構成人数：21 人 

令和５年度活動実績： 

毎月定例開催の内容は以下５項目。 

① メンタルヘルス相談投函報告について 

② 針刺し事故件数について 

③ ヒヤリハット件数について 

④ 前月時間外について 

⑤ その他 

※その他の特記事項がある場合は以下開催日に追記 

 

《令和５年度第１回 令和５年４月 17 日(月)》 

・客観的な勤怠管理のためのビーコン導入の見通し説明 

 

《令和５年度第２回 令和５年５月 15 日(月)》 

・宿日直許可について WG にて協議し、７月中申請を検討 
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《令和５年度第３回 令和５年６月 19 日(月)》 

・医師の働き方改革関連）医師の時間外労働短縮計画と目標達成

状況報告 

 

《令和５年度第４回 令和５年７月 18 日(火)》 

・宿日直許可によらず時間外短縮のため業務内容見直しへ方向性

変更、方法検討 

《令和５年度第５回 令和５年８月 21 日(月)》 

・出退勤管理システム(ビーコン)導入 10 月１日運用開始について

の協議 

 

《令和５年度第６回 令和５年９月 19 日(火)》 

・富士吉田市立病院在院記録管理システム運用要綱の修正等協議 

 

《令和５年度第７回 令和５年 10 月 16 日(月)》 

・小児科、産婦人科の宿日直許可見込み 

・富士吉田市立病院在院記録管理システム運用要綱の修正報告と

システム導入の費用等検討報告 

 

《令和５年度第８回 令和５年 11 月 20 日(月)》 

・導入予定の機器についてビーコンから顔認証システムへ変更報

告 

 

《令和５年度第９回 令和５年 12 月 18 日(月)》 

・特記事項なし 

 

《令和５年度第 10 回 令和６年１月 15 日(月)》 

・労働基準監督署の是正勧告内容報告 

・医師の時間外労働における自己研鑽の取り扱い(案)について 

 

《令和５年度第 11 回 令和６年２月 19 日(月)》 

・有給休暇取得状況報告 

 

《令和５年度第 12 回 令和６年３月 18 日(月)》 

・特記事項なし 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

広報委員会 

（目的及び主旨） 

富士吉田市立病院の業務内容及び経営情報を地域住民・患者・他の

医療施設及び病院職員に提供するために、必要な事項を定める。 

委 員 長：田辺郁也(管理課長) 

委  員：松田政徳(院長)・渡邉長和(整形外科診療部長)・小俣

秀雄(外科医科部長)・須山千恵(看護部長)・渡邊幸恵

(３階東看護師長)・小林春香(薬剤科主任)・渡邊貴子

(放射線技術科主幹)・栗村静葉(臨床検査科主幹)・内

藤翔(臨床検査科主任)・田中佑之介(リハビリテーシ

ョン技術科主任)・桒原正宜(臨床工学科主査)・白壁

学(医事課主任)・志村在博(管理課主査) 

事 務 局：渡邊優太(管理課主査)・小山裕太郎(管理課主任) 

構成人数：16 人 

令和５年度活動実績： 

＜第１回＞令和６年２月 28 日(水) 

①広報委員会活動報告について 

②病院年報作成について 

③その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医療サービス向上委員会 

（目的及び主旨） 

富士吉田市立病院において良質で人間的なサービスを提供するこ

とにより、利用者の更なる満足度を高めるために必要な事項を定め

るものとする。 

委 員 長：須山千恵（看護部長） 

委  員：松田政徳（院長）、宮下和久（腎臓内科医師）、小泉俊

也（事務長）、小佐野五郎（次長）、牛久保ちえみ（看

護部副部長）、小田静（看護部副部長）、渡辺新吉（薬

剤科長）、田辺郁也（管理課長）、高山倉人（医事課長）、

渡辺雅人（管理課）、白壁学（地域連携室） 

事 務 局：鈴木貞晴（管理課）、志村在博（管理課） 

構成人数：14 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和５年 11 月 28 日(火)》 

➀令和２、３、４、５年９月までのご意見票の集計等について 

②令和５年度上半期のご意見票について 

➂要望の多かった意見の検討について  

（1）病棟への Wi-Fi 導入について 

（2）トイレの便座クリーナー等の設置について 

（3）患者呼び出しの方法について 

➃今後の委員会等の進め方について 

 

《令和５年度第２回 令和５年 12 月 27 日(水)》 

➀病棟への Wi-Fi ネットワーク導入について 

②トイレ便座クリーナー設置について 

➂令和５年 10 月・11 月分ご意見票の回答について（途中経過） 

➃ご意見票の回答方法について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

癌診療委員会  
（目的及び主旨） 

富士東部地域のがん患者に対して提供可能な高度の治療を提供す

るため、富士吉田市立病院における、癌診療に関する方針を決定す

るとともに、癌診療の向上と適切な医療提供体制を確立する。 

委 員 長：本田勇二(副院長)  

委  員：天野力郎(副院長)・川島茂樹(医師)・小俣秀雄(医師)・

山﨑貴久(医師)・高橋宣弘(医師)・須山千恵(看護部

長)・相川浩史（放射線）・渡邊晴美（外来）・渡辺優

（地域医療）・堀内俊介（薬剤）・渡辺真理恵（薬剤）・

高山倉人(医事) 

事 務 局：舟久保智彦(医事) 

構成人数：13 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第 1 回 令和５年６月３０日(金)》 

① 癌診療委員会要綱について 

② 昨年度の活動報告と本年度の活動予定 

（緩和ケア部会・化学療法部会・がん登録部会） 

③ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

病床検討委員会  
（目的及び主旨） 

富士吉田市立病院における病床を有効に活用することにより、経営
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の安定化及び患者確保について協議・検討し効率的な運用が図れる

よう必要な事項を定める。 
委 員 長：天野力郎(副院長) 

委  員：川島茂樹（医師）・高橋宣弘(医師)・山﨑貴久（医師）・

小田静（看護部）・渡辺美香（病床管理）・渡辺幸恵（3F

東）・市川いづみ（3F 西）・渡辺美貴(4F 東)・星野明

子（4F 西）・渡辺京子（5F 東）・上條昭子（5F 西）・郷

田千恵実（外来）・渡辺泰子（ICU）・田辺郁也（管理）・

高山倉人（医事） 

事 務 局：長田佳大（医事） 

構成人数：17 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和６年３月７日(木)》 

① 病床利用状況報告 

② ４階西病棟の病床について 

③ 病床利用マニュアルの一部改訂について 

④ 病床利用状況の青・黄・赤の表記についての検討 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
業務改善委員会 
（目的及び主旨） 
各部門が実施する業務運用改善に関連し、部門間の調整を図ること

が必要とされる事案について調整案等の必要な協議を行い、もって

持続的かつ効率性の高い病院運営に資することを目的とする。 
委 員 長：小泉俊也（事務長） 

委  員：松田政徳（院長）・小俣秀雄（医師）・中村誠（医師）・

山本仁（医師）・滝克己（医師）・小佐野雅識（医師）・

小田静（看護部）・牛久保ちえみ（看護部）・天野みち

る（手術室）・天野めぐみ（リハ）・渡辺誠（放射線）・

小川健一（検査）・栗村静葉（視能）・田中東（工学）・

渡辺志穂（薬剤）・田辺郁也（管理）・高山倉人（医事）・

山口賢悟（医事）・渡邊二仁（管理） 

事 務 局：上杉彰史（管理） 

構成人数：21 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第１回 令和６年３月 11 日(金)》 

① 令和５年度富士吉田市立病院勤務医負担軽減計画評価承認及

び令和６年度富士吉田市立病院勤務医負担軽減計画報告検討につ

いて 

② 令和５年度富士吉田市立病院看護職者負担軽減計画評価承認

及び令和６年度富士吉田市立病院看護職者負担軽減計画報告検討

について 

③ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
図書委員会 
（目的及び主旨） 
病院内で市民が閲覧できる図書の品質等の管理および医療情報の

収集のために医師、看護師等へ配布している購読図書について検討

することを目的とする。 
委 員 長：原倫生(医師) 

委  員：山崎貴久(医師)・小田静(看護部)・牛久保ちえみ(看護

部)・小池さやか(検査)・田辺郁也（管理）・渡邊二仁

(管理)・神田萌菜美（健康管理） 

事 務 局：田中諒(管理) 

構成人数：９人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 6 年 2 月 8 日(木)》 

①デイルームに設置されている本棚の整理整頓について 

・デイルームの本棚の整理整頓を行った。古い本や破れている本

を廃棄し、新たな図書を追加した。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
健診委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院において健康診断およびワクチン等を円滑に実

施できるよう必要な事項を定める。 
委 員 長：松田政徳(院長) 

委  員：滝克己（医師）・若月大輔（医師）・渡辺一孝（医師）・

牛久保ちえみ（看護部）・郷田千恵実（外来）・渡邊久

美（地域医療）・堀内愛（感染管理）・加藤美也子（検

査）・相川浩史（放射線）・田辺郁也（管理）・高山倉人

（医事）・羽田明弘（医事） 

事 務 局：舟久保奈津美・神田萌菜美（健康管理） 

構成人数：15 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第 1 回 令和５年６月７日(水)》 

① 来年度の職員健康診断について 

② 昨年度の職員健診で気がついたこと 

③ 令和３年度・令和４年度の実績について 

④ 健診の件数増加に向けての取り組みについて 

⑤ 検査枠の変更について 

⑥ 受付時間変更に伴う、検査のまわり方について 

⑦ 精検依頼状の発行数と返書率について 

⑧ 令和３年度・令和４年度の乳がん検診インシデントについて 

⑨ 職員の配置について 

⑩ 胃内視鏡について 

⑪ ピロリ菌について 

《令和５年度第 2 回 令和５年１０月２５日(水)》 

① 来年度の職員健診について（細かい日程について） 

② インフルエンザワクチンについて 

③ ストレスチェックについて 

④ 特定保健指導について 

 

《令和５年度第 3 回 令和６年２月２１日(水)》 

① 令和６年度健診検査枠・予定表について 

② 経腟超音波検査のコストについて 

③ 令和６年度消防職員健康診断について 

④ ストレスチェックについて 

⑤ 特定保健指導について 

⑥ その他：健診センターの移動について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
咬合・摂食嚥下委員会 
（目的及び主旨） 
① 治療開始前より口腔機能管理に介入することで口腔衛生およ

び咬合・摂食機能などを維持、術後誤嚥性肺炎予防等の外科的合併

症等の軽減を目指す。また歯や口の疾患を予防し、口腔の機能を維

持することで老化・認知症の予防、全体的な健康維持など QOL の

向上に努める。 
② 摂食・嚥下機能の低下を認める患者に対し、スクリーニング、

検査、訓練を行い、誤嚥性肺炎の予防、嚥下機能の向上に努める。 
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委 員 長：小佐野雅識(医師) 

委  員：髙山明裕（医師）・舟越誠治（リハ）・宮下亜美（リハ）・

佐藤美和（外来）・杉本春花(3F 東）・青山理（3F 西）・ 

渡邊美月（4F 東）・樋口里夏（4F 西）・関戸優（5F 東）・

土橋直子（5F 西） 

事 務 局：和光響(医事) 

構成人数：11 人 

令和５年度活動実績： 

《令和 5 年度第 1 回 令和 4 年 5 月 18 日(水)》 

① 令和 5 年度委員会メンバー自己紹介 

② 咬合・摂食嚥下委員会について 

③ 嚥下回診について 

④ その他 

 

《令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 7 月 19 日(水)》 

① 嚥下回診について 

② その他 

 

《令和 5 年度第 3 回 令和 5 年 9 月 20 日(水)》 

① 嚥下回診について 

② その他 

 

《令和 5 年度第 4 回 令和 5 年 11 月 15 日(水)》 

① 嚥下回診について 

② その他 

 

《令和 5 年度第 5 回 令和 6 年 1 月 17 日(水)》 

① 嚥下回診について 

② その他 

 

《令和 5 年度第 6 回 令和 6 年 3 月 13 日(水)》 

① 嚥下回診について 

② その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
災害医療委員会 
（目的及び主旨） 
富士吉田市立病院における災害医療体制及び災害医療派遣チーム

（以下｢DMAT｣という｡）の適正な活動・運営と方針の確立を図るた

め，必要な事項を定めるものとする｡ 
委 員 長：近藤充德（医師） 

委  員：松田政徳（院長）・須山千恵（看護部長）・小泉俊也（事

務長）・小佐野五郎（次長）・渡辺京子（5F 東）・川口

誠一郎（血液）・渡辺隆一（手術室）・志村良子（5F 西）・

羽田将人（5F 東）・小泉保美（4F 西）・関戸優（5F 東）・

青山理（3F 西）・米山安奈（3F 東）・加藤健（４東）・

加賀美加世（ICU）・堀部玲緒（外来）・宮下健（リハ）・

権正偉紀（リハ）・相川浩史（放射線）・渡辺治樹（検

査）・井出圭（視能）・宮下桂一（薬剤）・田中東（工

学）・鈴木亜津美（栄養）・宮野房義（医事）・舟久保智

彦（医事）・渡辺雅人（管理）・志村在博（管理） 

事 務 局：鈴木貞晴（管理） 

構成人数：30 人 

令和５年度活動実績： 

● 令和５年度 委員会実績 

《 令和５年度第１回 令和５年５月９日(火 )》 

① Ｒ5 年度 委員会メンバーの交代について 

② Ｒ5 年度 年間活動予定ついて 

③ ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

④ その他 

⑤ 次回日程について 

 

《 令和５年度第２回 令和５年６月 13 日(火) 》 

① Ｒ5 年度 委員会 WG メンバー編成について 

② ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

③ R5 年度院内災害実動訓練について 

④ その他 

⑤ 次回日程について 

 

《 令和５年度第３回 令和５年７月 11 日(火 )》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② その他 

③ 次回日程について 

 

《 令和５年度第４回 令和５年８月８日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② その他 

③ 次回日程について 

 

《 令和５年度第５回 令和５年９月 12 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② 院内災害実動訓練について 

③ その他 

④ 次回日程について 

 

《 令和５年度第６回 令和５年 10 月 11 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② その他 

③ 次回日程について 

 

《 令和５年度第７回 令和５年 11 月 14 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② 院内災害実動訓練について 

③ 院外での患者情報閲覧システム（患者カルテビューア D-

Wings）の構築完了について 

④ その他 

⑤ 次回日程について 

《 令和５年度第８回 令和５年 12 月 12 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② その他 

③ 次回日程について 

 

《 令和５年度第９回 令和６年 1 月 9 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② その他 

③ 次回日程について 

 

《 令和５年度第 10 回 令和６年 2 月 13 日(火) 》 

① ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告について 

② 災害医学学会の発表について  

③ その他 

④ 次回日程について 
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《 令和５年度第 11 回 令和６年３月 12 日(火) 》 

① 令和 5 年度 委員会年間活動報告について 

② ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ年間活動報告について  

③ その他 

④ 次回日程について 

 

・令和 5 年度院内実動訓練実績 ( WG1 ) 

日時：令和 5 年 10 月 14 日(土) 8：30～12：30 

  場所：院内 

  参加者：130 人 (医師・看護師・コメディカル・事務) 

 

・初動動作の災害動画作成( WG2 )  

 

・令和 5 年 6 月 災害マニュアル一部改訂( WG3 ) 

               ＢＣＰの一部改訂( WG4 ) 

 

・防災備蓄品の検討・購入( WG6 )  下記 令和 5 年度購入実績 

・防災用保護帽（ヘルメット）380 個 購入 ・ﾊｲｸﾞﾘｯﾌﾟﾊﾝﾄﾞ  ( す

べり止め加工軍手 ) 12 個・震災ヘルプ 2  (多機能ラジオライ

ト) 22 個・ｴﾙﾎﾞﾀ NEO 付 ＬED 強力ライト 22 個・ランタン  

(LED ランタン) 22 個 ・LED チャージライト  5 個 

・緊急対策用トイレﾍﾞﾝﾘｰ袋招集ﾀｲﾌﾟｺﾝﾊﾟｸﾄⅡ  114 個・非常時汚

物圧縮保管袋(10 枚入/箱) 緑 12 個 ・非常時汚物圧縮保管袋(圧

縮袋 5、ﾎﾟﾝﾌ・ﾎｰｽ付き)  22 個 

オンパックス(5 年常備用 ｶｲﾛ貼らないタイプ 10 枚)  46 個 

・5 年保存水 500ml 1632 本 

 

● 院外ＤＭＡＴ訓練活動実績 

・令和 5 年度 DMAT 中部ブロック訓練実動訓練（ 山梨開催 ） 

  日時：令和 5 年 10 月 14 日(土) 8：30～16：30 

  場所：都留文科大学他 

  参加者：院内 DMAT 隊員全員 

 

・令和 5 年度緊急消防隊関東ブロック 

  日時：令和 5 年 11 月 14 日(火) 12：30～15：00 

  場所：山中湖交流プラザ きらら 

  内容：広域医療搬送訓練 

  参加者：近藤（医師）・渡辺京子（看護師）・堀部玲緒（看護

師）・宮下健（ロジ）・舟久保智彦（ロジ） 

 

 ・富士山噴火からの避難行動要支援者対策に係る災害図上演習 

   日時：令和 6 年 2 月 8 日(木) 

   場所：富士山科学研究所ホール 

   参加者：近藤（医師）・渡邊雅人（管理課事務） 

 

 ・第 29 回日本災害医学会総会・学術集会 発表 

   日時：令和 6 年 3 月 22 日～24 日 

   場所：都メッセ(京都府) 

   発表者：近藤(医師)・川口（看護師）・宮下健(ﾘﾊﾋﾞﾘ)・渡邊優

太(ｼｽﾃﾑ) 

 

● 石川県能登地震による DMAT 派遣 

日時：令和 6 年 1 月 2 日～5 日 

活動場所：公立能登総合病院 他（石川県） 

派遣者：近藤(医師)・川口(看護師)・加藤(看護師)・宮下健(ロ

ジ)・舟久保(ロジ) 

● その他 

・令和 3 年度 富士山噴火避難確保計画策定(病院独自) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療情報システム運営委員会 
（目的及び主旨） 
医療情報システムの運用、管理、更新及びハードウェア、ソフトウ

ェア、ネットワークに関することについて協議する。 
委 員 長：山本仁（医師） 

委  員：天野力郎（副院長）・滝克己（医師）・高橋宣弘(医師)・

中村誠（医師）・原倫生（医師）・小田静（看護部）・牛

久保ちえみ（看護部）・渡辺新吉（薬剤）・相川浩史（放

射線）・加藤美也子（検査）・宮下沙織（工学）・會澤剛

士（リハ）・高山倉人（医事）・山口賢悟（医事）・羽田

明弘（医事)・田辺郁也（管理）・渡邊二仁（管理） 

事 務 局：長田淳 ・渡邊優太・小山裕太郎（管理） 

構成人数：21 人 

令和５年度活動実績： 

《令和５年度第 1 回 令和５年４月 13 日(木)》 

① メンバー変更について 

② ＩＣＣ等の対応状況について 

③ 麻薬注射施用票の実施者印について 

④ 地域連携室の電子カルテ端末追加依頼について 

⑤ 看護経過一覧表の表示について 

⑥ その他 

 

《令和５年度第２回 令和５年６月８日(木)》 

① ＩＣＣ等の対応状況について 

② LTO バックアップについて 

③ 看護経過一覧表の表示について 

④ 生理検査システム（PrimeVitaPlus)定期点検について 

⑤ その他 

 

《令和５年度第３回 令和５年８月 10 日(木)》 

① メンバー変更について 

② ICC 等の対応状況について 

③ 内視鏡センター運用開始に伴うオーダー画面の一部変更につ

いて 

④ 患者固有情報の変更 

⑤ 麻酔記録システムとの連携について 

⑥ サーバ用 UPS 交換に伴う全システムの一時停止について 

⑦ その他 

 

《令和５年度第４回 令和５年 10 月 12 日(木)》 

① ICC 等の対応状況について 

② 10 月 6 日の瞬停電時サーバダウンについて 

③ サーバ用 UPS 交換に伴う全システムの一時停止について 

④ 予約連動オーダーの登録時設定変更について 

⑤ その他 

 

《令和５年度第５回 令和５年 12 月 14 日(木)》 

① 特定保健指導システム導入について 

② ICC 等の対応状況について 

③ 二回目のサーバ用 UPS 交換に伴う一部システムの停止につい

て 

④ その他 
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《令和５年度第６回 令和６年２月８日(木)》 

① 総括票へのアルコール綿禁出力について 

② ICC 等の対応状況について 

③ 登録済み看護記録の部分選択機能の追加について 

④ その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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